












 

は Lめに 

 ミオシンが骨格筋クンパク質の中で最も多量に存在するタンパク質であるこ

とを考えると,筋の変性時や遺伝子性筋疾患などの場合筋におこる変化がこの

タンパク質の分解や正常にないミオシンの出現として現われる可能性が考えら

れる.特にミオシンは後述の様にその特徴的サブユニット組成や免疫学的特性

によってタンパク質分子レベルでの変化を把握しやすい利点がある. 


